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ト布のバギング性の評価についてーツ
矢井旧修 ・河瀬静香
Evaluation of Bagging Properties of Knitted Fabrics 
OSAMU YAIDA and SHIZUKA KAWASE 
れている。
本研究では，セラニーズ社のパギングぷ験機 を参与
にしてぷ験機を試作し.布のパギング性を評価するIl(iと
して瞬間凶1!l:'容を採用し借iEのnなる併願ニ y ト布.
織布について比較 ・検討するとともに.布のバギング性
に及ぼす布の諸物性の影響について実験的lこ凋べた。
I. 実験装置
実験生占iù~の概略を関 l にI~す。インストロン 1\'/']I悩試
法方験実
:命
布.f.Jにニ y ト布の形態保持性についての大きは問題
の一つに肘抜l:t.膝俵けと呼ばれる現象がある。これは
):として肘.膝部といった大きな寸法変化を繰返し受・け
る部分か長期のおIiflにより型くずれを起こし.元の状態
に~らなくなることでや 一般的にパギング CBagging)
現象といわれている。 このパギングが生じる版Iklは.IH.
験部において伸長応力が作用したときの布の、j法安定性
あるいは1Ii¥t'l:凶似性が卜分でないことにあると泊常いわ
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験機の!底部に試料把持装世⑦を同定し，引娠試験機のク
ロスヘッド下部に圧縮ロードセルを取付け，圧縮ロード
セルに半球状のポール(押込み部)①を援続する。この
半球状のポールを下方へ降下させ，試料花!持装置に取付
けた試料④を押込み，一定荷重まで‘試料を伸長させる。
ボールの大きさは，直後5.08cm(2インチ)と 10.16
cm (4インチ)で，各々 月、Iの部分と膝の部分の大きさ
に対応するよう製作した。試料は直後 20.32cm(8イ
ンチ)の円形状で，図 lの左側に示すように金属仮で加
圧しながら取付けられ，実験中に試料がずれないよう工
夫がなされている。
s.実験方法
降下時のクロスヘッド速度(拘1込み速度)は200mm
/minと一定にする。そして次に述べる手JI頂で実験を
fTつ。
i ) 試料の初期状態を一定にするため， どの試料に
ついても初期待震として0.23kg(0.5Ib)を加える。
この時のゲージレングスを③とする。
i) 2点設定器 (CS -5501型設定書官)を用い，布に
加わる荷重が6.80kg(15Ib)になれば押込み部が
上舛し， 0.23kgになれば下降するようにし， 2分
間繰返してポールを往復させる。
泌) 2分間経過後6.80kgの待竜をJ)日えたまま l分間
放置し，その時のゲージレングス@を読取る。
iv) 1分間放置した後， 0.23kgになるまでボールを
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図2. 実演1曲線
( 2) 
上昇させて除垂し，この時のゲージレングス①を説
取る。
v)さらにポールを上昇させ，ポールを完全に試料か
ら離し， 1分間放置する。
vi)そうしてから再度0.23kgの荷噴をボールを下降
させて加え，この時のゲージレ ングス@を読取る。
以上の手順により実験を行うが，これによって得られ
たチャー卜上のグラフを示したのが図2である。図2に
おいて縦軸は何重，憤柚は時間であり，この区lでは2分
間で9回圧縮したことになる。伸縮性の大きい布では一
定例重が布に加わるまでに時間がかかるので， 2分間内
での抑込み回数は少なくなる。@の位自は布に6.80kg
の荷重が加えられた状態で，それから l分間におけるチャ
卜ー上の曲線は布の応力緩和曲線を示すことになる。
図3はゲージレングス(押込み深さ)と時間との関係
を示したもので，図2における@，@，@，@の各点と
それぞれ対応している。 ボールを繰返し押込んでいくと
布が徐々に疲労し，押込み深さが大きくなっていくのが
わかる。
パギング性の評価値としてここでは瞬間回復率 CIR
値〉を採用した。この他は岡3における 1G (瞬間回彼
値)と 10 (残留変形値)から，次式によって得られる。
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図3.試料のパギング本動 CNI込み深さ)
ここで
I G (瞬間回復値) @一@(図3) 
1 D (残留変形{直)=@ @ (凶3)である。
E 実験材料
実験材料として1純類の布を用いた。その'1'の9額鎖
はニ ットであり， 比較のため2種績の織布を加えた。実
験材料の情造特性を表 lに示す。素材としてアクリル，
表 l 試料布の諸元
不毛.ポリ エステルを採用したが，表 lにおける A1-
A4とWI-W4は編組織においてそれぞれ対応し，編
、Iにおいても同一機揮の同一編成条件で編まれたもので，
仕上げ加工も統も糸使用布 (W1 -W 4)で同一で，ア
クリル糸使用布 (Al-A4) 1mで同一である。
編組織として両面編(インターロック).モックミラ
ノリブ，テクゾーピケ.ウェルト リッ プルをアク リル，
Sample Material Structurc 
Density(/in) Loop Length Thickness Wcight 
¥v C (mm) (mm) (g/m') 
AI Interrock 16.6 38.0 12.95 1.凹4 245.1 
A2 Acrylic Mock Milano Rib 16. 5 23.8 22.13 1. 134 269. 7 
A3 Texi Pique 14.6 18.0 34. 33 1. 236 274.9 
A4 We1t Ripple 16.0 16.1 37.86 1. 230 304.5 
Wl Interrock 16.4 28.9 14.71 1.1∞ 211.6 
W2 Wool :'vIock :vfilano Rib 15.4 19.7 24.81 1. 107 227.8 
W3 Tcxi Pique 14.0 15.3 37. 78 1. 277 240.9 
W4 Welt Ripple 16.6 12.7 41. 93 1. 127 263.8 
81 Polyester :v1ock Rodier 15.2 17.7 29. 15 1.023 239.9 
¥V5 Wool Twill 115.3 42.5 0.586 263. 2 
E2 Polyester Twill 506. 0 494.0 0.687 214.5 
C 3 ) 
.'、.二子
関内の布は境界線上にあって着用省の体現あるいは組織
の性質によって膝抜けが生じたり生じなかったりする。
53%以下の IR 債の布は有用に不向きであるとされてい
る。 しかし， この基織は汚通のニ y ト布に対してのもの
で.非常に粗い組織のニット布とか織布に対してはがj述
のように異なる基準が必要であろう。
1.布のパギング性に影響する要因について
1.布のみかけ密度と圧縮弾性率の影響
凶4は布のみかけ干密度，凶5は布の圧縮弾性エキミと 1R 
他との関係を示す。欧14.5に示されるように布のみか
ijfI 被
下毛ニットの場合に用いた。これら組織の特徴を簡単に
述べると，両面編地はち密で弾力性が大きく安定性に優
れており，モックミラノリブ編地は両面編地とミラノリ
ブ編地の両者の特徴を合わせたf'l，質をもち肢のある安定
した編地であり，テクシーピケ編地は両面編とロイヤル・
インターロ ック編地の中間的性質を示し.ウェルトリ ッ
プル編地はよこ方向に伸びに くいが腰があるという特徴
をもっ。
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果
1.編組織の影響
実験結果を表2に示す。ボールの直径が5.08cm(2 
インチ)と 10.J6cm (4インチ)のそれぞれの湯合に
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け密度と圧縮弾性率は一般的に 1Rfl直に影響を及ぼさな
いとJ7えられる。布のみかけ密度は同じ糸を用いたむら
ば当然組織によって変化するもので，統毛糸やアク リル
糸を用いたニット布において，両聞編がもっとも小さ く，
以下モックミラノリプ.テクシーピケ，ウ ェル トリップ
ルの順に大きくなり， 1 R値はこれと逆の順位となる。
布の圧縮世話性率は布の組織よりも用いた繊維素材によ っ
て決まり，続毛糸を用いたニ y ト布はアクリル糸を用い
たニ y 卜布よりもその依は大きい。布の庄縮弾性本は I
R他と有意な相関はない (図5)。
2 布の厚さの影響
図6は布の厚さと TR他との関係を示す。 実験試料"E
F重をプロッ トすれば，凶のように 1R 悩と布の厚さは粍j
関がみられる。
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全試料の 1R値(実験結果)
2in ball 4in ball Compressive 
Sample 
IR(%) IR(%) Modulus(%) 
Al 67.27 71. 74 82.20 
A2 66. 75 67.02 80.63 
A3 63. 19 63.51 76.05 
A4 60.86 60.85 81. 37 
Wl 53.04 64.80 90.68 
W2 64.41 64.00 91. 82 
W3 61. 47 62.40 90.05 
W4 62.02 62.89 90.65 
El 58.42 59.80 93.00 
W5 28. 78 29. 16 76. 10 
E2 42.45 41. 90 69.46 
ついて 1R他 (%)を示したもので，各値とも 5凶の実
験の平均値である。表2から， T R値は両国編がもっと
も大きく ，以下モ yクミラノリプ，テクシ ーピケ.ウェ
ルトリッ プルの順に小さくなっている 3 これは統毛糸を
用いた時もアクリル糸を用いた時も問怜である。なお，
織布 (W5. E 2)についてはrR他が非常に小さくなっ
ているが，これは織布が伸長性が小さく 2分間における
抑込み回数がW5では平均39回E2では1回(ニットで
は全種類平均8回)であり繰返しl!iI数に起因していると
考えられる。 したがって，織布の溺合には織布の実験条
件を別に定めて比較すべきであろう。
1 R値の大小によるパギング性の評価の目安と して，
セラニーズ社による 1R値と活用実験との相関を調貸し
たデータがある'」 これによれば 1R値が59%より大き
い場合には卜分着用に耐えられ. r R値が53-59%の範
( 4 ) 
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図6. 布の厚さと IR値との関係
1.5 
Compressive modu1us (%) テクシーピケ，ウェルトリ yプルの1闘に小さくなる。
図5 イ1の圧縮弾性率と IR値との関係 織布の場合 JR他は非常に小さな値となるが，これは
一定期間|付の押込み回数が異なるためであり，織布に
テスターの巧え方を基本とした試験機を試作し，1，fifi類 対しては)jIJの測定条件や基準が必it~である。
の布(ニ y ト布9f'l¥，織布2樋)についてそのノてギング 2 )布のみかけ祝日Zと圧縮弾性率が JR備に及ぼす影響
牲について調べた。 については一般的な傾向は見られなし、。
得られた結果は次のifりである。 3)布のj話さは JR他と行意な相闘があり，この実験に
1) luJじ糸を用い編組織を変えて編成した布について， 用いた試料については布のぽさが大きくなれば JR備
JR 偵 (瞬間凶復他)を用いて評価した結果， J R 仰 は大きくなる傾向を示す。
lま両国編がもっとも大きく，以下モックミラ/1)ブ (昭和62年10)J12U受型)
Summary 
A major problem with some styles and constructions for knitted fabrics has bcen a phenomenon caled ‘bagginピー
Bagging of knitted fabrics is normaly refered to as the lack of dimensional stability or recoverabilty when pressure or 
stress is exerted in such areas as the elbow or knee 
Thomas developed an apparatus which is adaptable to the tensile tester and capable of predicting the bagging propen-
sity of certain classes of knitted fabrics. This test method iscalled Celanese bagging test. 
In this study， we measured the degree of bagging of knitted fabrics by using a measuring device built as a trial similar 
to the Celanese bagging tester. 
Results obtained are as follows. 
1) According to the r巴portby Thomas， fabrics with an IR value greater than 59% are considered satisfactory. Almost 
al of the knitted fabrics t巴stedin this study are considered satisfactory. Though woven fabrics are unsatisfactory， 
a different criterion may be necessary for woven fabrics. 
2) About the relationships between IR values and the apparent density， compressive modules and thickness of fabrics， 
it is difficult to find a certain relations between IR values and the apparent density and compressive modules. How-
ever， the significant correla tion was observed between IR value and thickness 01' fabrics 
( 5 )
